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平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
長
選

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
低
限
必
要
な

経
費
で
構
成
さ
れ
た
骨
格
予
算
で
し
た
。

そ
の
た
め
６
月
議
会
で
肥
後
市
長
の
掲
げ

る
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
肉
付
け
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月

号
で
は
、
26
年
度
の
予
算
の
概
要
と
、
市
が
取
り
組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

重
点
事
業
か
ら
見
る
今
年
の
小
林
市

　今年度の予算の主な事業とその額を、６つの分野に分けて紹介します。

平
成
26
年
度

平成 26 年度の 重 点 事 業

1

予
算

防災・医療・生活

業高校跡地を改修し、市民活動
や防災などの拠点として活用
       ……2 億 2108 万円

商
（管財課）

市内７自主防災組織に各 100 万円の資材などの
購入補助と、災害ボランティアコーディネーター
養成業務を市民活動団体に委託

………925 万円（危機管理課）

災害発生時に備え、災害ボランティアセンターを
運営するために必要な機材や資材を購入　

………89 万円（福祉課）

消防団の老朽化した消防車両を４台購入

………3463 万円（危機管理課）

昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てられた木造建
造物の耐震診断に対する費用を補助

………693 万円（管財課）

新庁舎の窓口のイメージ図

もが使いやすい新庁舎建設の
基本実施設計
　　   ………5222 万円

誰
（管財課）

西諸医師会の協力のもと時間外急病診療を実施。
また、出身者医師の情報収集

………2352 万円（健康推進課）

生活習慣病の予防のため、特定健診やメタボ検診
を実施し、早期発見、早期治療につなげる

………5606 万円（ほけん課）

商業高校跡地は平成 25 年度に購入。改修工事を行
い、市民活動や福祉、防災の拠点として活用します

豊富な水源は、皆の財産。市では、「小林市水資源保
全条例」を施行し、その保全に努めています

将来にわたる地下水の保全を図るため、湧水量の
調査を実施

………276 万円（生活環境課）

緑ヶ丘公園と総合運動公園の整備

………4500 万円（建設課）

陸上競技場とテニスコートの整備

………5618 万円 （保健体育課）

各種健診で病気の早期発見、治療につなげます

国民健康保険事業の円滑な運営と財政の健全化の
ため、被保険者の負担を軽減する

………1 億 4841 万円（ほけん課）
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子育て・福祉

教育・文化

育て支援サービスの充実のため
保育士の処遇改善と人材を確保
　   ……3003 万円

子
（子育て支援課）

学校３年以上で１学級 35 
人以上の学級へ副担任を配置            
          ……1634 万円

小
（学校教育課）

幼稚園と保育所の機能を持った認定こども園の普
及を図ります

副担任を配置することで生徒の学力向上を目指します

エヒメアヤメは国の天然記念物に指定されています

須木の内山地区と野尻地区を結ぶ、福祉バスの路
線を試験運行する

………743 万円（野尻庁舎住民生活課）

須木地区で、外出支援サービスなどの支援による
福祉サービスの向上

………693 万円（須木庁舎住民生活課）

支援を必要とする児童生徒のために、特別支援教
育支援員を 21 人配置し、教育的支援を行う

………3480 万円（学校教育課）

高齢者がいつまでも元気でいられように、介護予
防講座や軽運動教室などを行う

………5352 万円（長寿介護課）

小林地区８校と須木地区の小中学校などへ給食を
提供する新学校給食センターの建設工事

………12 億 95 万円（保健体育課）

10 万円を超える自治公民館建設費用の３分の１を補助

………250 万円（社会教育課）

生駒地区のエヒメアヤメ自生地への過分な水の流
入を防ぐための排水路の整備と駐車場の整備

………1534 万円（社会教育課）

23

4

産業・観光

農地に安定した水の供給がされる畑地かんがい事業

（市民協働課）

の６次産業化の推進とチョウザメ
のブランド化で小林を全国にＰＲ
      ………2522 万円

食

チョウザメの養殖場を新規に建設

………4500 万円（農業振興課）

宿泊施設「かるかや」の屋根葺き替えなどすきむ
らんどの整備

………3211 万円（須木庁舎地域振興課）

市内業者を利用した、住宅、店舗や事業所のリ
フォームの費用を 10 ㌫（上限 15 万円）補助

………2000 万円（商工観光課）

市産材を６割以上使用した住宅に対して、１坪あ
たり 5000 円（上限 20 万円）を補助

………300 万円（農業振興課）

優良牛の地元保留にかかる経費の一部を補助します

チョウザメの加工品などの開発でブランド化を推進

用牛の改良や放牧技術の普及
などで畜産の振興を図る
　　　   ……1934 万円（畜産課）

肉

口蹄疫・ＰＥＤ・鳥インフルエンザなどの家畜疾
病の予防や発生防止のための薬剤配付を補助

………1862 万円（畜産課）

営農指導員２人を配置し受益地に一部助成を行う
など、畑地かんがいを利用した営農を推進する

………1554 万円（農業振興課）

多目的な利用ができる須木の古民家が並ぶ「かるかや」

南小学校の北校舎改築（平成 25 年度繰越予算）

………7 億 451 万円（学校教育課）
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一般会計予算は 262 億 2486 万円
　平成 26 年度の予算は、前年度の当初予算と比較すると 14.1 ㌫増加しています。主な理由は、
新学校給食センターの建設や小林駅周辺の整備など、大型の建設事業を盛り込んだことです。「30
年後を見据えた持続可能なまちづくり」の推進のため、定住促進や雇用の安定・拡大といった人口維
持対策を積極的・優先的に行うものとなっています。

予 算 総 額

一般会計

特別会計

地域活性化

協働・交流

市税（44 億 8674 万円）

地方交付税（95億 1999万円）

市債（31 億 6772 万円）

国庫県支出金（49億1918万円）

その他（41 億 3123 万円）

市民税、固定資産税、たばこ税、
軽自動車税などの税金

市町村の財政力などに応じて国か
ら交付されるお金

市が国や金融機関などから長期的
に借り入れる資金（借金）

市町村が行う特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方消費税交付金、分担金、負担
金、使用料、手数料ほか

生活保護や医療費助成、子育て支
援などの社会保障に関する経費

市の借金を返済する経費、いわば
「ローンの返済金」

施設の維持管理、財産の管理、政
策の企画運営などに関する経費

道路、橋、公園などの建設や維持
補修にかかる経費

農林業、畜産業の振興などに関す
る経費

ごみ処理、予防接種、消防、商工観光、
議会、災害復旧などにかかる経費

小中学校、公民館、体育施設、図
書館などにかかる経費

公債費（32 億 2018 万円）

民生費（87 億 9214 万円）

総務費（30 億 567 万円）

土木費（24 億 7542 万円）

農林水産費（21億4003万円）

教育費（28 億 751 万円）

その他（37 億 8391 万円）

262 億 2486 万円 262 億 2486 万円歳　出歳　入

簡易水道事業特別会計

食肉センター事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

物品購入特別会計 

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

西諸地域介護認定審査事業特別会計 

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

宅地分譲事業特別会計

電気事業特別会計

7 億 8061 万円

5941 万円

76 億 3842 万円

5 億 7600 万円

2 億 28 万円

9 億 6407 万円

3101 万円

52 億 2270 万円

12 億 4348 万円

13 万円

2 億 4915 万円

会計名 予算額

473 億 385 万円
一般会計　

特別会計　　　

水道事業

病院事業

262 億 2486 万円

169 億 6526 万円

8 億 6695 万円

32 億 4678 万円

林駅の南北自由通路の開通工
事に着工
       ……2 億 8411 万円

小
（建設課）

ずな協働体の新たなモデル地区
（細野・須木・野尻）設立を支援

　　　 ……1192 万円
き

（市民協働課）

駅の南北通路は平成 27 年 4月の開通予定です

看護医療専門学校は平成 27 年４月開校予定です

地域の課題解決に向けた活動を支援します

エコパークにも認定された須木の自然を整備します

看護医療専門学校の施設設備と事前準備の経費の
一部を助成

………2 億 2000 万円（健康推進課）

燃料の安定供給のための補助など須木地区の地域
振興を図る

………1110 万円 （須木庁舎地域振興課）

大塚原エリアの多目的広場として運動公園を拡充
整備するための基礎となる測量設計を実施

………850 万円（野尻庁舎地域振興課）

行政、市民、商工業者などで「まちづくり」を再
検証し、中心市街地活性化基本計画を策定する

………1435 万円（商工観光課）

ままこ滝周辺の地区景観整備のため、モミジやツ
ツジ、サクラなどの苗木の植栽や展望広場までの
遊歩道の整備を行う

………1552 万円（須木庁舎地域振興課）

姉妹都市の石川県能登町との交流を推進するため
に、子ども交流（ホームステイの受入、派遣）、
産業交流（物産展）や研修、市民団体間の交流（研
修、視察交流やイベント交流など）を実施する個
人・団体への補助

………411 万円（企画政策課）

地域資源を生かして全国にＰＲするため動画コン
テスト、写真コンテストなどを実施

………240 万円（企画政策課）

　市のすべての予算（一般会計、特別
会計、水道事業と病院事業）の総額は、
473 億 385 万円となりました。
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